
かかりつけ医等による発熱外来体制の強化

発熱患者の診療・検査に伴う事務負担等を軽減（「診療所支援センター」の設置等）

「新型コロナウイルス対策医療関係者協議会」で継続的に課題を把握し、対策を検討

院内感染リスクに対する診療所等の不安をサポート
 医療従事者等の感染で休業せざるを得ない場合に休業日数に応じて支援金給付

 労災給付上乗せ補償保険料（患者に接する事務職員等）について県が独自支援

 国の配布対象外となっている個人防護具（N95マスク、キャップ）を県が独自配布

＜１０月までの診療・検査の流れ＞

発熱・帰国者・接触者相談センター（各保健所に設置） 帰国者・接触者外来
（１９医療機関）
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＜11月以降の診療・検査の流れ＞
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【11月3日現在】２５４機関

【11月10日現在】２72機関 [81%の機関]
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かかりつけ医等身近な医療機関診察


